
自主防災組織の
取り組み事例紹介

危機管理室
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- 平常時の取り組み -

●「大地震を想定したタイムライン(案)」の作成

・タイムラインを作成し、防災訓練で参加者に配布を行った。

●災害時安否確認カードの配布と安否確認訓練

・災害時の安否確認カードを作成し全会員世帯に配布。印刷したカー
ドを自分達でラミネート加工し想定より安価で作成できた。
・カードを使用した、安否確認（掲出）訓練を開催。訓練の告知は地
域の一斉清掃回覧に付け足した程度であったにも関わらず約半数の
世帯が掲出、自治会開催の防災セミナー等ではなかなか参加者が集
まらないが、地域の皆さんが防災に関心を持っていることが実感で
きた。
・この訓練でマンションでの掲出の問題（ドア掲示では確認者がマン
ション内に入れない）や、実際の災害時の安否確認をどう進めるの
か等の課題が分かった。
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- 平常時の取り組み -

●防災まつり・自治会館一時避難所開設訓練

・自治会館を避難所として開設するマニュアルを作成し、昨年も防災
部にて開設訓練を行ったが、本年度は一般の会員の方にマニュアル
を作成し、開設訓練を実施した。
・訓練日は、自治会の文化部、福祉保健衛生部とともに防災まつりを
開催し、多くの会員の方が参加した。
・避難所開設マニュアルについても多くの意見が得られ今後改善して
いく。

●防災施設の見学

・埼玉県の防災学習センター「そなーえ」を訪問し、研修会を開催。

●防災備蓄倉庫内の資器材等のリスト化

・倉庫内の防災資器材等のリストを会員に周知をし、操作体験を企画。
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- 平常時の取り組み -

●災害時要援護者宅訪問、登録事項の確認と最新化

・数年前より要援護者宅へは自治会長、副会長、地域包括支援セン
ター長と年１回訪問していたが、今年度は自治会防災部として訪問
し登録内容・個別計画の確認・最新化を行った。
・まだ本当に助けを必要としている未登録の方がいるであろうと思わ
れるため、自治会での広報活動も行っていく。
・また、登録要援護者のマイタイムラインを相談しつつ整理していき
たい｡

●災害時の安否確認

・４～５世帯ずつの班を作り、災害時にお互いの安否確認をする仕組
みを整えている。
・避難者カードを会員家族全員に配布する。

●自治会ＬＩＮＥの活用

・自治会ＬＩＮＥの登録を促し、防災関連の発信を行っている。
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- 平常時の取り組み -

●定期的な防災訓練の実施、地区総合防災訓練への参加

●資器材購入、点検(動作確認等)、倉庫内および倉庫周りの清掃

●資器材購入の資金調達のため、資源回収を実施

●講座、研修会等の開催

●自治会内の見回り

●自治会役員改選の伴う防災組織図の変更、役員の周知

●シニア会や子ども会と連携し、災害時にスムーズに協力できる体制を
構築

●定期的な防災委員会の開催

その他
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- 令和５年台風第２号に伴う大雨の際の取り組み -
●水害アンケートの実施

・後日、防災団と自治会の共同で、水害アンケートを実施。
とりまとめた結果の冊子を作成し、世帯に配布した。

●被害情報を図面化

・役員を臨時招集し、確認されている危険個所を地図に落とし、会員
に報告。

●地域企業と連携し車両の避難場所を確保

・近隣の店舗と協議の上、会員の車輛避難の駐車場を確保した。

●連絡網の活用

・自治会連絡網により、自動車避難等の呼びかけを行った。

●自治会ＬＩＮＥ等による情報配信

・道路の冠水箇所等を確認し、近隣住宅の自動車の移動を直接または
自治会ＬＩＮＥで連絡。
・自治会ＬＩＮＥで、川の状況や、翌朝の駅前冠水状況等の情報共有
がされた｡
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- 令和５年台風第２号に伴う大雨の際の取り組み -

●土のうの配布や、床下消毒の実施に伴い、市に要望した

●自治会内の見回り

●用水路や低い場所の被害状況を確認、報告。情報の共有化

●床下浸水、床上浸水家屋の実態調査

●浮遊物の除去

●班長等への連絡による、状況確認の実施

その他
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- 他自治体の自主防災組織の取り組み① -
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- 他自治体の自主防災組織の取り組み② -
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- 他自治体の自主防災組織の取り組み③ -


